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＜＜発行主旨・内容紹介＞＞ 

【Elastic Stack 最新バージョン対応ガイドブック！】 

 

 本書は BI ツールとしての活用が進む Elastic Stack の最新バージョンである Elastic Stack 6 の概要と、周辺ツール

の紹介を行い実務に活かすためのチュートリアルです。 

 ユースケースを交えながら各プロダクトの機能解説を行います。 

（本書は、次世代出版メソッド「NextPublishing」を使用し、出版されています。） 

 



AWS での Logstash 活用を詳しく解説  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Kibana を使ったデータの可視化について画面遷移を交えて紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



バージョン 6 で新しくなった Kibana の特徴と機能を解説  
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